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【ヤングケアラー支援体制（関係機関の役割分担）のイメージ】
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ヤングケアラー支援に係る取組状況について 資料２



関係機関を対象とした研修の実施

SSW（スクールソーシャルワーカー）の拡充

ヤングケアラー等家庭への家事・育児支援（ヘルパー派遣）

県ヤングケアラー・コーディネーターの配置

○市町職員、福祉関係事業所等を対象とした研修
○教職員、SSW等を対象とした研修
○ケアマネージャー事業所、学校等への出前研修

○配置数の増（R5:41名→R6:42名）
○県立学校４校（県央東・県央西・県南・県北）への
 配置による周辺校への支援の拡充

○ヤングケアラーを含む、困難を抱える家庭への家事・育児支援等
○今年度、18市町で事業実施予定

○こども政策課に１名配置し、市町・地域における取組
 を支援
○市町ヤングケアラーコーディネーター（宇都宮市・
 足利市・栃木市・佐野市）との意見交換会を開催

関係機関の支援

具体的支援の推進

ヤングケアラー支援に係る取組状況

ヤングケアラー・フェスティバル2025の開催

○令和７年２月24日（月・祝）宇都宮ライトキューブにて開催予定

普及啓発

啓発動画の活用
○動画２本をYouTube配信
 中高生向け31,247 回、おとな向け31,746 回再生（10/17時点）
○県内の各学校等で研修や授業に活用しやすいよう、映像データを配布

▲昨年度のヤングケアラー・フェスティバルの様子

▲栃木県ヤングケアラー啓発動画「今日もわたしたちは
 家に帰る」（令和６年３月７日公開）
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